
アルツハイマー型認知症リスク検査

< Prodrome-AD (プロドロームエーディー)とは？>

< Prodrome-ADの特徴>

Prodrome-ADをスクリーニングに用いることで
アルツハイマー型認知症の早期発見・早期治療の可能性を高めることが可能です

検査では認知機能低下と関連性が認められたプラズマローゲンの血中濃度を測定しています。プラズマ

ローゲンの血中濃度からアルツハイマー型認知症の発症リスク総合的に評価し、高、中、低の三段階で

リスクを評価します。

アルツハイマー型認知症のリスクを調べる血液検査です。認知機能の低下と関連性が確認されている

”プラズマローゲン” の血中濃度を測定し、アルツハイマー型認知症のリスクを判別しています。採血のみ

の簡単な検査で、早期発見へのきっかけとして利用頂くことが可能です。

日本人被験者によるAD可能性被験者と健常被験者におけるプラズマローゲン比較（N=80名/群）

• 独立した6つの集団群でプラズマローゲンを測定
1. 認知正常被験者群
2. ADの可能性があると診断された被験者群
3. 神経系疾患あるいは癌と診断されない健康な被験者群
4. 検死時点でADの可能性があると診断された被験者群
5. Sun Health Research Instituteの脳バンクプログラムで収集された

ADリスクゼロ被験者群とAD被験者群
6. 日本人由来でAD可能性の高い80名の被験者群と認知障害のない

健常被験者群80名

• 臨床的に認知症：400名の被験者と認知症以外：350名以上の被験者

地理的な場所、食生活または民族性に関わらずAD患者において
プラズマローゲンが有意に減少していることが確認された

研究/調査内容

結果考察
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血中プラズマローゲン毎（標準偏差）の認知症発症分布イメージ図
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<報告レポートイメージ>

検査項目名 Prodrome-AD(プロドロームピーエーディー)

検体量 血清 0.5 mL

容器 血清分離剤入採血管

保存(安定性) 冷蔵

報告期間 検体受領から21日

測定・解析機関 PRODROME SCIENCES Inc.

検査方法 質量分析法

備考 Prodrome-ADはアルツハイマー型認知症の発症リスクを判定する保険未収載の検査です。
Prodrome-ADの結果のみでアルツハイマー型認知症を判定する検査ではありません。他検査
の結果と併せて今後の検査・治療方針の検討にお役立て頂くことをお勧めいたします。
本検査はPRODROME SCIENCES Inc.が保持する特許に基づき、(株)プリメディカが日本国
内における独占契約により販売を行っています。
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プラズマローゲンの血中濃度の解析を行い、A3見開きの紙面レポートにて報告致します。結果は高リス
ク、中リスク、低リスクの3段階で判定しております。報告書には認知症を予防するためのヒントや測定物
についての解説を記載しております。


